
区　分 ページ 現　　行 備　考

道路編 道維 排出ガス対策

303 道路維 －7 型の改定

持修繕工 （第1次基準値

運用資料 廃止に伴う改

303-060 定）

わだち掘れ

補修工

道維 排出ガス対策

－８ 型の改定

（第1次基準値

廃止に伴う改

定）

土木工事積算基準　の　改定・追加・訂正 適用年月日
（令和７年（2025年）３月１日以降積算基準日適用）

改　　定



道維 - 7

303－060 わだち掘れ補修工

１．適 用 範 囲

本資料は、機械施工による連続的に発生するわだち掘れ補修工事のレール舗設に適用する。

なお、レール舗設とは車線中央部を舗設せず、左右損傷部のみを舗設する場合とする。

２．機種の選定

機械・規格は次表を標準とする。

表2.1 機 種 の 選 定

機 械 名 規 格

アスファルトフィニッシャ 排出ガス対策型(第２次基準値) ホイール型 ２.０～４.５ｍ級

ロ ー ド ロ ー ラ 排出ガス対策型(第１次基準値) マカダム １０～１２ｔ

タ イ ヤ ロ ー ラ 排出ガス対策型(第１次基準値) ８～２０ｔ

（注）機種の選定にあたって現場条件により、上表により難い場合は、現場条件に適した機種、規格を

選定する。

３．アスファルト混合物の舗設及び締固め

３－１ 舗設及び締固め歩掛

303-060-01 舗設・締固め（わだち掘れ補修工）

施工単価コード DX226000

舗設及び締固め歩掛は、次表とする。

表3.1 舗設及び締固め歩掛 (１００ｍ2当り）

名 称 単 位 数 量 適 用

土 木 一 般 世 話 役 人 ０.１

特 殊 作 業 員 〃 ０.２

普 通 作 業 員 〃 ０.５

アスファルトフィニッシャ運転 ｈ ０.４

ロ ー ド ロ ー ラ 運 転 〃 ０.４

タ イ ヤ ロ ー ラ 運 転 〃 ０.４

ア ス フ ァ ル ト 合 材 ｍ2 １０７

諸 雑 費 率 ％ ２４

（注）１．本歩掛は、清掃・準備・瀝青材散布・後片付けの労務を含む。

２．諸雑費は、瀝青材散布機械及び瀝青材、舗装用器具（レーキ、スコッ

プ、バーナ、コテ、竹ほうき、粘着テープ）及び加熱用燃料等の費用で

あり、労務費（舗設労務費）、運転経費（舗設及び締固め運転費）及び

機械損料の合計額に上表の率を乗じた金額を計上する。
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３－２ アスファルト混合物の設計密度

アスファルト混合物の設計密度は、次表を参考とする。

表3.2 加熱アスファルト混合物の締固め後密度(参考) （ｔ／ｍ3）

種 別 車道・装甲路肩

細粒度アスファルト混合物 ２.２５

細粒度ギャップアスファルト混合物 ２.３０

密粒度ギャップアスファルト混合物 ２.３５

粗粒度アスファルト混合物 ２.３５

３－３ アスファルト合材の使用量

アスファルト合材の使用量は、次式による。

使用量（ｍ2）＝設計面積（ｍ2）×(１＋ロス率) ※厚さは合材単価に乗じる。

表3.3 ロス率

種 別 歩 車 道 区 分 ロ ス 率

アスファルト混合物 車道及び路肩 ＋０.０７

（注）１．ロス率は、材料ロスに対する補正である。

４．機械運転単価表

アスファルトフィニッシャ 施工単価コード DX028000

ロードローラ 施工単価コード DX026000

タイヤローラ 施工単価コード DX026100

機 械 名 規 格 適用単価表

アスファルトフィニッシャ
排出ガス対策型(第２次基準値)

「108機械工による」
ホイール型２.０～４.５ｍ級

ロ ー ド ロ ー ラ
排出ガス対策型(第１次基準値)

「108機械工による」
マカダム １０～１２ｔ

タ イ ヤ ロ ー ラ
排出ガス対策型(第１次基準値)

「108機械工による」
８～２０ｔ
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